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ここがポイント！【研究内容】

交通渋滞を減らすための
公平性を考慮した混雑課金制度設計
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交通渋滞の原因は需要のピークであり、需要の波に応じて動的な
混雑税を課金できれば、“ 理論的には ” 渋滞が緩和されます。し
かし、お金による解決では、高所得のヒトが賛成する一方、低所
得のヒトは反対するでしょう。そこで、公平性を担保できる（制
度導入によって利得が減少するヒトがいない）混雑課金制度の理
論を構築しています。たとえば、すべての道路に課金するのでは
なく、一部の車線のみに課金する制度が考えられます。現在は、
電気自動車の普及を見据え、道路の混雑に加えて充電スタンドの
混雑に対する理論を構築中です。
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